
1985年出上の木簡

滋
賀
・
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
大
字
西
河
原

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
四
月
ｉ

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
主
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
徳
網
克
己

・
山
田
謙
吾

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
前
期
ｉ
室
町
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
は
、
琵
琶
湖
東
岸
の
湖
南
平
野
北
部
の
、
鈴
鹿
山
系
に

源
を
発
す
る
野
洲
川
と
日
野
川
に
挟
ま
れ
た
沖
積
低
地
に
立
地
す
る
遺
跡
で
、

湖
岸
よ
り
内
陸

へ
約
三
ｋｍ
ほ
ど

入
っ
た
標
高
八
七
ｍ
前
後
の
緩

傾
斜
地
の
微
丘
陵
に
位
置
す
る
。

遺
跡
は
、
弥
生
時
代
前
期
よ
り

室
町
時
代

に
至
る
複
合
遺
跡

Ю

で
、
遺
跡
北
部
の
木
簡
出
土
地

臥

点
で
は
、
平
安
時
代
前
期
、
奈

∝

良
時
代
、
白
鳳
時
代
末
の
大
別

し
て
三
時
期
の
遺
構
が
検
出
で

き
た
。

調
査
は
、
中
主
町
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
と
も
な
い
一
九
八
四
年
よ
り
着

手
し
、
現
在
ま
で
に
総
面
積

一
四
、
二
〇
〇
ポ
を
調
査
し
て
い
る
。
遺
跡
の
範

囲
は
、
調
査
地
が
道
路
用
地
の
た
め
明
確
に
で
き
な
い
が
、
南
北
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
、

東
西
三
Ｏ
Ｏ
ｍ
余
り
と
考
え
ら
れ
、
今
回
検
出
さ
れ
た
白
鳳
時
代
末
か
ら
奈
良

時
代
前
期
の
掘
立
柱
建
物
群
の
範
囲
は
、
南
北
六
三
ｍ
以
上
、
東
西
四
八
ｍ
以

上
の
広
が
り
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
跡
は
、
そ
の
配
置
や
構
造

。
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
在
地
の
有
力
者
の
居
宅
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
四
点
発
見
さ
れ
て
い
る
。
⑪
の
出
上
し
た
Ｓ
Ｄ
三
二
〇

一
は
、
幅

約
四
ｍ
、
深
さ
約
○

・
七
ｍ
を
測
り
、
遺
跡
の
東
端
を
限
る
溝
と
思
わ
れ
る
。

木
簡
の
共
伴
遺
物
は
、
八
世
紀
前
半
の
上
器
の
他
、
刀
子
、
鎌
、
柳
箱
、
竪
杵
、

杓
子
、
盤
、
鉢
、
曲
物
と
墨
痕
の
な
い
付
札
、
祭
祀
具
の
斎
串
、
舟
形
、
棒
状

木
製
品
等
が
あ
る
。
②
の
出
土
し
た
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
五
は
、
幅
二
ｍ
、
深
さ
○

・

六
ｍ
で
、
こ
の
溝
が
廃
絶
さ
れ
た
後
に
Ｓ
Ｂ
三
二
〇
二
が
建
て
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
木
簡
の
共
伴
遺
物
は
、
七
世
紀
後
半
の
上
器
、
フ
イ
ゴ
の
羽
口
と
木

製
品

（小
机
、
下
駄
、
曲
物
）
が
あ
る
。
０
は
、
幅
約
二
ｍ
、
深
さ
約
○

・
五
ｍ

の
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
八
よ
り
出
土
し
た
。　
④
は
、　
Ｓ
Ｄ
三
二
〇

一
の
西
側
、　
下
層

遺
構
上
面
の
包
含
層
よ
り
出
上
し
た
。
そ
の
他
、
包
含
層
か
ら
の
出
土
遺
物
に

は
、
八
世
紀
代
の
上
器
と
共
に
石
帯

（丸
柄
）、
円
面
硯
、
桃
の
果
核
と
木
製
品

（琴
柱
、
矛
、
櫂
、
馬
鞍
、
下
駄
）
が
あ
る
。
墨
書
土
器
に
は

「大
」
「神
」
「
神
主

家
」
「
凡
記
」
「
児
」
等
の
文
字
を
書
い
た
上
器
が
包
合
層
と
Ｓ
Ｄ
三
二
〇

一
よ



り
出
と
し
て
い
る
●

８
　
木
簡
の
釈
文
・
内
容
　
　
　
　
　
　
一

名
３
日
』

運
鞘
Ш

・・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
主
□
□
□
□
□

戸
主
大
友
回
□
□

駆膊
岬
釧
潮
槻
嬰

馬
道
□
回
□
　
口
口
臣
□
麻
呂

馬
道
□
□
回

組
期
か
砲
十
三
回
回
回

日日

小
殴
革

一一相
六
田
掴
垣
□
日
□

日
□

日凹

い
】
０
×
・ω
ド
Ｘ

∞
　
Ｏ
Ｐ
μ

ヽ
ド
一
×
ф
切
Ｘ
中
　
Φ
〕
騨
　

キ

（
（ヽ
い
）
Ｘ
↓⇔
×
Φ
　
⇔”Φ

（μ盟
じ
×
μＯ
Ｘ
Ｏ
ｉｕ
　
Ｏ
∞や

②
　
一
一椋
□
日
之
我
一酪

酔
胞
社
鴎
酢
紀
故
我
者
反
来
之
故
是
汝
卜
部

甲
回□

繋
御
即
瑚

名
自
舟
人
率
而
可
行
也
　
其
稲
在
処
者
衣
知
評
平
留
五
十
戸
旦
波
博
士
家
」

□
□
□
□
□
二□
□一醗
馳

14)

「＜
日
日
Ｈ
回
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ω
は
短
冊
形
の
四
隅
を
切
り
落
と
し
た
形
状
を
呈
し
、
表
裏
に
野
洲
郡
内
と

考
え
ら
れ
る
戸
主
名
を
連
記
し
て
い
る
。
「石
辺
君
玉
足
」

は
い　
平
城
官
南
面

東
門

（壬
生
門
）
近
く
の
二
条
大
路
北
側
溝

Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
よ
り
出
上
し
た
木

簡

「益
珠
郡
馬
道
郷
石
辺
玉
足
」

（『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

（十
四
産

『木
簡
研
究
』
第
三
号
）
と
同

一
人
物
と
思
わ
れ
る
。　
ま
た

「
馬
道
□
□
□
」
に

つ
い
て
は
、
「
馬
道
」
の
地
名
を
氏
名
と
し
て
い
る
者
が
い
る
な
ど

『
和
名
抄
』

に
な
い
馬
道
郷
の
存
在
が
明
確
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
年
代
は
、
平
城
官
出
土

の
木
筒
に

「郷
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
七

一
五
年
の
郷
里
制
施
行
以
後
で
、
溝
の

共
伴
遺
物
よ
り
八
世
紀
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
、
薄
く
、
表
面
を
丁
寧
に
調
整
し
、
表
裏
に
墨
書
し
て
い
る
。
内
容
は
、

我
が

「卜
部
」
に
宛
て
た
指
示
文
書
の
形
式
に
な
っ
て
お
り
、
漢
文
の
中
に
一

部
和
文
を
混
え
た
和
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
我
は
、
自
分
の
稲
は
馬
が
手
に

入
ら
な
か
っ
た
の
で
、

「卜
部
」
に
舟
人
を
率
い
て
稲
を
取
り
に
行
く
よ
う
に

指
示
し
て
い
る
。
行
き
先
の

「衣
知
評
平
留
五
十
戸
」
は
、
現
在
の
彦
根
市
南

西
部
に
位
置
し
、
中
主
町
の
森
ノ
内
遺
跡
よ
り
北
東

へ
直
線
距
離
に
し
て
約
二

〇
ｋｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

「
旦
波
博
士
」
は
、
こ
こ
に
居
住
す
る
五
十
戸
長
と

考
え
ら
れ
る
。

①
は
、
上
端
が
欠
損
し
て
お
り
、
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
表
裏
に
墨
書
し

て
い
る
が
、
一異
面
に
は
署
名
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
表
面
に
は
、
物
品
名

と
数
量
が
書
か
れ
て
お
り
、
中
段
の

「小
」

「
児
」
は
男
子
の
年
齢
に
よ
る
区

分
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

「
女
」
も
含
め
て
数
量
が
示
さ
れ
て
い
る
。
年
代
は
、

層
位
か
ら
判
断
し
て
②
と
同
時
期
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。

⑭
は
、
上
部
が
両
側
か
ら
の
切
れ
込
み
を
も
ち
先
を
と
が
ら
せ
た
も
の
で
、

下
端
を
欠
い
て
い
る
。
本
来
は
、
大
型
の
木
簡
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
加
工
、

転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
釈
文
ど
お
り
の
条
里
呼
称
と
す
る
と
、
本
調
査
地
内

の
推
定
条
里
と

一
致
す
る
。

尚
、
木
簡
の
釈
文

。
解
読
に
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘

調
査
部
史
料
調
査
室
の
方
々
に
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（徳
網
克
己
。
山
田
謙
吾
）
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